
 

 

平塚市こども計画（子ども・子育て支援事業計画）の事業評価の変更について 

 

 

（１） 取組状況評価時期を翌年度に変更 

   

令和６年度までは、３月の子ども・子育て会議で子ども・子育て支援事業計画（令和７年度か

らこども計画に内包）の取組状況評価を行ってきました。 

これまでは１月末時点での実績で暫定的に評価を行っていたため、評価が出来ない事業があり

ましたが、３月末の確定値で評価を行うことにより、全ての事業を評価することができます。 

このことから、令和７年度からは、評価時期を翌年度の７月頃に変更します。 

 

（２） 取組状況評価の記載内容の変更 

 

 各事業の検証結果（評価方法）を以下のとおりに変更します。また、評価の根拠として 

「評価の理由」を追加します。 

 

【現行の検証結果】 

Ａ（５点）：成果があがった（事業の成果が期待どおり又はそれ以上だった） 

Ｂ（３点）：おおむね成果があがった（事業の成果が期待を若干下回ったものの概ね満足できる） 

Ｃ（１点）：十分に成果をあげることができなかった（事業の成果が期待を下回り、満足できない） 

－：評価なし（事業の廃止等によって、評価ができなかった。年度途中であり、実績が確定しな

いため、評価ができなかった） 

 

 

【こども計画の検証結果】 

Ｓ（１０点）：成果が十分にあがった（事業の成果が期待を大きく上回った） 

Ａ（８点）：成果があがった（事業の成果が期待どおり） 

Ｂ（５点）：おおむね成果があがった（事業の成果が期待を若干下回ったものの概ね満足できる） 

Ｃ（１点）：十分に成果をあげることができなかった（事業の成果が期待を下回り、満足できない） 

Ｄ（０点）：事業の成果が見込めなかった（事業の廃止等） 

 

※注：こども計画の事業は数値で計れない事業も数多くあるため、個別事業について数値での 

目標設定はしていません。 
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年度

備考（その他）

第２期平塚市子ども・子育て支援事業計画２（１）５「病後児保育」から事業名称を変更した。

1

令
和
５
年
度

市内2か所で実施
（病後児保育施設1か所、病児・病後児保育施設1か所）

・平塚保育園病後児保育室「なでしこ」
　延べ利用児童数　133人

・麦・もんもん病児保育室
　延べ利用児童数　947人

前年度の課題等に対する取組状況

令和６年度中の病児・病後児保育施設の新規
開設に向けて、施設整備の支援を行った。

検証結果 Ａ：成果があがった

今後の事業展開 ②拡大して継続

翌年度に向けた課題と取組

令和６年度中の病児・病後児保育施設の新規
開設に向けて、施設整備やICT導入の支援を
行う。

令
和
６
年
度

市内3か所で実施
（病後児保育施設1か所、病児・病後児保育施設2か所）

・平塚保育園病後児保育室「なでしこ」
　延べ利用児童数　63人

・麦・もんもん病児保育室
　延べ利用児童数　885人

・ここいこすまいるるーむ（令和6年11月開所）
　延べ利用児童数　118人

前年度の課題等に対する取組状況

令和６年１１月に市内３カ所目の病児・病児
後保育室を開所し、事業を拡充した。

検証結果 Ａ：成果があがった

今後の事業展開 ①現状の規模で継続

翌年度に向けた課題と取組

ＩＣＴの取り組みとして、予約受付システム
に、利用当日のお子さんの状況が分かる「保
育記録」を新たに導入し、利用者の不安軽減
と施設の負担軽減を図る。また、施設に対
し、利用者の当日キャンセルに対する補助を
行うことで、施設の安定した運営を支援す
る。

令
和
７
年
度

・市内3か所で実施
（病後児保育施設1か所、病児・病後児保育施設2か所）
　平塚保育園病後児保育室「なでしこ」:延べ利用児童数70人
　麦・もんもん病児保育室:延べ利用児童数890人
　ここいこすまいるるーむ:延べ利用児童数130人

・予約受付システムに、利用当日のお子さんの状況が分かる
「保育記録」を新たに導入し、利用者の不安軽減と施設の負担
軽減を図った。
・施設に対し、利用者の当日キャンセルに対する補助（計〇施
設に計○○円補助）を行うことで、施設の安定した運営を支援
した。

検証結果 Ａ

評価の理由

○○○を新たに導入したことが利用者及び施
設から好評であり、利用者の不安軽減と施設
の負担軽減を図ることができたため。
○○施設に対し、○○補助を行ない、運営を
支援できたため。

今後の事業展開 ①現状の規模で継続

翌年度に向けた課題と取組

市からの○○○補助を今後も継続していくこ
とができるかが課題となっている。今後も取
組を継続していくために、新たな国の○○補
助等を取り入れ、施設を支援していく。

事業の概要（計画掲載内容） 今後の取組（計画掲載内容）

子どもが病中、又は病気の回復期にあるときに、保護者
が仕事や病気等により、自宅で看病できない場合に対応
するため、病児・病後児保育を行います。

市内３か所の施設について、医療機関と利用対象者に更
なる周知を図ります。引き続き、利用状況を注視しなが
ら、事業を実施します。

各年度における主な取組等 評価

基本目標

事業名 病児・病児後保育 担当課施策 保育課

事業

取組状況評価シート（例） 


